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Herbig Ae/Be starのdiskはflared disk (group I)とflat disk(group II)に遠赤のSEDから分類 
 
中間赤外の干渉計を用いて、63個のAe/Be starを観測、（簡単な）disk modelでフィット 
Gapやgaplessのradiative transfer modelと比較した結果、group Iはすべてgapを持つ 
Group IIは新たにgroup Iとoverlapするものが見つかりgapがあることを示唆 
 
Gapは惑星形成によって作られるとすると、group Iは大質量惑星形成によってのみ形成、 
それ以外はgroup IIとなる 
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10µのdipからtransitional diskへと進化することが示唆されている 
一方で、中間から遠赤外線ではcold componentの有無でflaringとflat diskに分類 
しかし、group Iではgapがあることが示唆されている	


Diskの進化を調べるためVLT	
  interferometryでAe/Be	
  starを64個観測	
  



モデルフィット	


温度勾配qの大きな分散はdiskのvarietyを示唆	


qの代わりにhalf light radiusを定義	




half light radius と Luminosityに相関 
分散はdiskのgeometryによる	


half light radius を Luminosityで規格しcolorと比較       radiative transfer modelと比較	




灰色はgapなしの領域、黄色はgapあり 
Group Iはすべてgapありに位置する 
Group IIはgapなし/ありに存在 
→gapありはなしから進化している 
 



星の回転は年齢、質量、化学組成、初期の角運動量や環境によって変化
違った環境での回転周期の影響を調べている、特にcompanionによるaccretion-discの
lifetimeへの影響
Accretion diskとstarが磁場でlockされていると星の角運動量を減少させる
→accretion diskのlife timeが長ければstellar rotation rateは小さくなる
Multiple star systemは質量も同等で環境も同じで良い対象
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~3500AU	
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A&Bは1.383	
  d,	
  Cは1.634	
  dの周期で、ほぼ変わらない	
  
→comparinon(157AU)が遠すぎてaccreMon	
  diskのlife	
  Mmeに影響しない	
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WiseやPlanckのアーカイブを使ってOrion-­‐Eridanus	
  superbubbleを調べ直した	
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Orion-­‐Eridanus	
  superbubbleの中にいくつもの	
  
Shell構造を同定した(Nest/hierarchical	
  構造)	
  
	
  
Supernovaによるダスト（星形成をする）は	
  
より効率よく生成されている	
  
	
  
質量が増え、内部が冷え、星形成をする機構は	
  
繰り返される	
  



RoboPolというSkinakas	
  Observatoryの偏光観測装置で観測	
  
~10	
  dgのwide	
  fieldをR	
  bandで観測,	
  解析はpipe	
  lineで行える	
  
ストークス	
  qとuを同時に観測（直線偏波）	


☆	
  先行研究	
  
○　this	
  study	


分散も小さく、先行研究
とも一致	
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Polaris	
  Flare	
  
背景	
  250μ	


左上のstriaMonは磁場に沿う	
  
右下はeddy	
  のよう	
  
	
  
PlankのpolarizaMonと一致する結果	
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SPHで星形成をして、ガスの構造と星の構造の比較を行った 
Q parameter = MST(minimum spanning tree)/mean MST 
 
Qが小さいほど構造をもちhierarchicalな構造をもつ 
 
ガスではQ ~ 0.4 – 0.7 
星では Q ~ 0.9 
 
ガスと星の分布は明らかに違う 
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Feedback	


ガスの分布を点で表現	



